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計算には電磁界解析手法の１つであるFDTD法（Finite Difference Time Domain 
method:有限差分時間領域法）が用いられ、電極ギャップ部のESDは、
Rompe-Weizelの火花抵抗則により模擬されていた。しかし、測定電磁界波形と
計算電磁界波形は異なり、測定方法および計算方法について検討する必要があ
る。 
 
そこで、本研究では測定波形の取得方法や計算モデルについて検討した。測
定において、信号処理により求めた階段状の電界波形が傾く問題があった。こ
の問題に対し、信号処理を行う前の波形に対して前処理することで、階段状の
電界波形を求められることが分かった。計算モデルにおいて、これまでは電極
のみを模擬していたが、本研究では電極に加えて電源回路も模擬した。また、
ESD部分の火花抵抗則に用いる電界を係数により補正し、ESD電磁界を計算し
た。 
 
その結果、各印加電圧において測定電磁界波形と計算電磁界波形の特徴およ
び振幅が概ね一致したため、測定方法およびシミュレーションモデルが妥当で
あることを示せた。 
 
